


（3）2022 年 3 月 28 日 2022 年 3 月 28 日し ず お か 市 政 新 報 し ず お か 市 政 新 報第 93 号 第 93 号　（2）

　２月議会　主な議案、請願、発議への態度　　　　　　　　　　　　　　　　 ○賛成　×反対

議 案・ 請 願 ・ 発 議 の 内 容
※（　　）は内容及び共産党の反対理由など

審議
場所

日本
共産党 自民党 創生

静岡 公明党 志政会 緑の党 まちづく
り研究会

議案第1号　令和３年度静岡市一般会計補正予算 (第 8 号)（マイナンバーカード交付推進事業、国直轄道路事業負担金があるため） 本会議 × ○ ○ ○ ○ × ○

議案第 22 号　静岡市手数料条例の一部改正について（長期優良住宅建築等計画認定申請手数料が値上げのため） 本会議 × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 26 号　令和４年度静岡市一般会計予算に対する修正案（海洋文化施設整備事業に関わる経費と債務負担行為を取り消すもの） 本会議 ○ × ○ × × ○ ×

議案第 26 号　令和４年度静岡市一般会計予算（アリーナ誘致推進事業、マイナンバーカード交付事業、大規模事業のＰＦＩ
手法による推進、市立こども園の統廃合・民営化、国直轄道路事業負担金、自衛隊募集業務、国民保護計画があるため） 本会議 × ○ × ○ ○ × ○

議案第 43号　令和 4 年度静岡市下水道事業会計予算（受益者負担金があるため） 本会議 × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 45 号　静岡市職員定数条例の一部改正について（定数削減のため） 本会議 × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 47号　静岡市職員の給与に関する条例の一部改正について（行政職給料の級別基準の細分化により昇給格差が拡大するため） 本会議 × ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第1号　最低賃金の引き上げと中小企業支援の拡充に関する意見書採択に関する請願（日本共産党静岡市議会議員のみ紹介議員） 本会議 ○ × × × × ○ ×

発議第1号　ロシア連邦によるウクライナ侵略に断固抗議する決議 本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第 2 号　国民の祝日「海の日」の7月20日への固定化を求める意見書（日本共産党静岡市議団は非提出者） 本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１
．振
興
条
例
活
か
し
た
中
小
業
者
の
支
援
を

　

国
・
県
で
売
上

20
％
以
上
減
少
の

中
小
企
業
を
支
援

す
る
た
め
、
市
に

10
％
以
上
減
少

の
事
業
者
へ
の

支
援
を
求
め
た

と
こ
ろ
、
「
企
業

努
力
で
早
期
回
復
が
難
し
い
の
は
売
上
減
少
30
％
以

上
」
と
の
基
準
で
拒
否
し
ま
し
た
。
ま
た
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
創
設
に
つ
い
て
は
、
建
設
業
者

支
援
と
し
て
既
に
資
金
繰
り
や
経
営
相
談
が
あ
る
と

し
て
応
じ
ず
、
き
め
細
か
な
支
援
に
背
を
向
け
ま
し

た
。

２
．デ
ジ
タ
ル
社
会
は
個
人
情
報
保
護
が
大
前
提

　

デ
ジ
タ
ル
社
会
先
進
国
は
個
人
情
報
保
護
を
強
化

し
市
民
の
理
解
を
得
る
努
力
を
し
て
い
る
の
に
、
日

本
の
保
護
規
制
は
不
十
分
と
指
摘
。
市
の
保
護
条
例

に
Ｅ
Ｕ
等
に
な
ら
っ
て
「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
な
ど

の
規
定
を
求
め
た
と
こ
ろ
「
国
の
規
定
が
な
い
」
な

ど
と
消
極
的
な
態
度
で
し
た
。

３
．学
校
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を

　

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
は
性
と

生
殖
に
関
わ
る
健
康
と
権
利
と
訳
さ
れ
、
女
性
の
生

ま
れ
持
っ
た
健
康
の
権
利
で
す
。
こ
の
立
場
で
学
校

ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
品
の
設
置
を
求
め
ま
し
た
が
、

市
は
保
健
指
導
を
理
由
に
保
健
室
で
の
対
面
配
布
に

固
執
し
ま
し
た
。

杉本まもる議員

「
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
中
小
企

業
支
援
の
拡
充
に
関
す
る
意
見
書

採
択
に
関
す
る
請
願
」
賛
成
討
論

杉
本
ま
も
る
議
員

　
「
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
中
小
企
業
支
援
の
拡

充
に
関
す
る
意
見
書
採
択
に
関
す
る
請
願
」
は
、
静

岡
県
労
働
組
合
評
議
会
、
静
岡
県
評
・
パ
ー
ト
臨
時

労
組
連
絡
会
、
静
岡
地
区
労
働
組
合
連
合
会
の
３
団

体
か
ら
提
出
さ
れ
、
日
本
共
産
党
市
議
会
議
員
の
み

が
紹
介
議
員
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
請
願
は
、
中
小
企
業
の
支
援
策
と
一
体
と

な
っ
た
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
と
最
低
賃
金
の

地
域
間
格
差
の
是
正
を
国
に
求
め
る
も
の
で
す
。

　

静
岡
県
の
最
低
賃
金
は
時
給
９
１
３
円
で
、
年
収

で
は
約
１
７
０
万
円
に
し
か
な
ら
ず
、
静
岡
県
労
働

研
究
所
が
試
算
し
た
一
人
暮
ら
し
の
最
低
生
計
費
年

間
約
３
０
０
万
円
と
比
べ
て
は
る
か
に
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。
最
低
賃
金
を
大
幅
に
引
き
上
げ
、
地
域
間

格
差
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
は
、
日
本
の
健
全
な
経

済
成
長
を
促
し
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
な
く
し
て
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
人
間
ら
し
い
暮
ら
し
を
実
現
す

る
確
か
な
力
と
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
あ
た
っ
て
は
、

中
小
企
業
へ
の
支
援
の
抜
本
的
強
化
を
国
の
責
任
で

行
う
べ
き
と
指
摘
し
、
請
願
の
賛
成
討
論
と
し
ま
し

た
。

1　

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て　

地
球
温
暖
化

の
影
響
で
全
国

で
豪
雨
災
害
が

た
び
た
び
発
生

し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
治
水
と

い
え
ば
、
ダ
ム

や
堤
防
の
強
化

で
洪
水
を
防
ぐ
考
え
方
で
し
た
が
、
２
０
２
１
年
５

月
に
「
流
域
治
水
関
連
法
」
が
公
布
さ
れ
、
流
域
全

体
を
面
で
と
ら
え
て
被
害
を
減
少
さ
せ
る
観
点
に
変

わ
り
ま
し
た
。
本
市
で
も
校
庭
な
ど
に
雨
水
を
い
っ

た
ん
貯
め
て
か
ら
徐
々
に
放
流
す
る
貯
留
浸
透
施

設
を
強
化
す
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

2　

学
校
施
設
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

　

学
校
は
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
学
び
、
人
格
形
成

を
し
て
い
く
場
で
あ
り
、
同
時
に
大
規
模
災
害
時
に

は
地
域
の
避
難
所
と
し
て
、
被
災
し
た
住
民
の
よ
り

ど
こ
ろ
と
な
る
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
体
育
館
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
必
須
課
題
だ
と
し
て
質
し
ま
し

た
。
市
の
認
識
は
「
避
難
所
は
学
校
施
設
を
借
り
る

も
の
」
と
の
考
え
か
ら
脱
却
し
て
い
ま
せ
ん
。
住
民

の
命
と
く
ら
し
再
建
の
礎
と
な
る
こ
と
か
ら
、
縦
割

り
の
弊
害
を
超
え
て
教
育
環
境
改
善
と
危
機
管
理
の

共
通
認
識
で
早
急
に
取
り
組
む
よ
う
求
め
ま
し
た
。

市川　正議員

　
　
　
　
　
　
　

  

市
長
の
政
治
姿
勢
を
質
す

　

３
月
２
日
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
質
問
し
ま

し
た
。

　

質
問
項
目
は
市

長
の
政
治
姿
勢
に

関
し
て
は

　

①
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
に

つ
い
て
②
公
的
、

公
立
病
院
病
床
削

減
計
画
に
つ
い
て

③
消
費
税
に
つ
い
て
④
イ
ン
ボ
イ
ス
（
適
格
請
求
書

等
保
存
方
式
）
に
つ
い
て
⑤
原
発
・
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
普
及
に
つ
い
て
⑥
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
つ

い
て
⑦
憲
法
・
平
和
行
政
に
つ
い
て
等
で
す
。

　

最
初
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。
静
清
合
併
後
、
保
健
所
体
制
が
静

岡
地
区
１
か
所
に
減
ら
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
回

の
よ
う
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
と
い
っ
た

事
態
に
対
し
保
健
所
機
能
が
十
分
発
揮
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
今
後
、
駿
河

区
、
清
水
区
へ
の
保
健
所
設
置
を
求
め
ま
し
た
。

　

答
弁
に
立
っ
た
保
健
福
祉
長
寿
局
長
は
、
「
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
も
業
務
は
通
常
通
り
継
続
し
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
公
平
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
、
保
健
所
は
１
か
所
と
し
、
引
き
続
き

感
染
症
対
策
に
対
応
し
た
い
」
と
、
実
態
を
無
視
し

た
答
弁
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
過
酷
な

業
務
を
行
っ
て
い
る
保
健
所
職
員
の
大
幅
増
員
を
求

め
ま
し
た
。
東
京
都
墨
田
区
で
は
感
染
症
係
の
職
員

を
定
数
の
10
倍
に
拡
大
、
区
民
の
命
と
健
康
を
守
る

取
り
組
み
は
全
国
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域

保
健
法
で
は
、
保
健
所
の
設
置
基
準
は
人
口
20
万
人

に
１
か
所
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
基
準
か
ら
し
て
も
、

現
在
１
か
所
の
保
健
所
を
駿
河
区
、
清
水
区
へ
も
設

置
す
る
よ
う
重
ね
て
求
め
ま
し
た
。

内田りゅうすけ議員

●
会
計
年
度
任
用
職
員
は
官
制
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

　

市
職
員
は
3
人
に
1
人
が
非
常
勤

　

会
計
年
度
任
用

職
員
の
制
度
は
、

こ
れ
ま
で
の
臨

時
・
非
常
勤
に
変

わ
り
、
昨
年
度
４

月
１
日
に
導
入
さ

れ
ま
し
た
。
全
て

の
部
局
に
お
い
て

任
用
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
数
年
前
ま
で
は
２
０
０
０

人
以
下
で
あ
っ
た
も
の
が
、
こ
こ
２
年
で
一
気
に
増

加
し
３
０
０
０
人
に
接
近
し
た
こ
と
も
特
徴
で
す
。

　

正
規
職
員
と
の
業
務
の
違
い
は
明
確
に
し
て
い
る

と
の
答
弁
で
し
た
が
、
行
政
と
し
て
進
め
る
べ
き
業

務
は
補
助
的
・
臨
時
的
な
も
の
と
本
来
業
務
と
の

区
別
は
不
可
能
で
す
。
と
り
わ
け
こ
ど
も
園
・
待
機

児
童
園
に
お
い
て
は
正
規
職
員
６
４
６
人
に
対
し
、

１
３
８
人
上
回
る
７
８
４
人
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

業
務
は
そ
の
内
容
・
質
に
ほ
と
ん
ど
違
い
は
な
く
当

局
の
説
明
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

　

賃
金
や
勤
務
条
件
に
つ
い
て
は
、
県
の
最
低
賃
金

９
１
３
円
を
上
回
っ
て
い
る
と
の
答
弁
で
し
た
。
行

政
職
給
料
表
を
例
に
す
る
と
、
フ
ル
タ
イ
ム
事
務
補

助
の
初
任
給
は
月
額
（
報
酬
）
で
１
５
４
，
３
３
６

円
、
１
時
間
当
た
り
の
単
価
に
す
る
と
９
４
８
円
、

ま
さ
に
す
れ
す
れ
で
す
。
昇
給
制
度
も
取
り
入
れ

ら
れ
ま
し
た
が
、
最
高
号
給
に
達
し
た
と
し
て
、

１
８
６
，
０
３
０
円
、
同
１
１
４
３
円
で
す
。
官
制

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
大
幅

な
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

寺尾　昭議員

２月定例市議会

代
表
質
問


